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ノーベル平和賞にも推薦されている谷口稜

暉（いつてる）さんは、長崎大会で檀上に立

ち被爆証言を行いました。自分の持っている

すべての力をふりしばっての証言に、会場は

水を打ったように固唾を飲んで証言に集中

しました。今、あの被爆当時焼けただれた背

中は、皮膚ガンとなり、カメの甲羅のように

固くなっています。「核兵器がなくなるのが

先か、自分の命がなくなるのが先か」と、全

力で証言を続ける谷口さん。この４月、ニュ

ーヨーク行動でも先頭に立ちました。私たち

を奮い立たせる被爆証言でした。 

海外代表は２１カ国１４７名と、まさに「原

水爆禁止世界大会」でした。大阪代表団と懐

かしく再会を喜び合う光景が、あちこちで展

開されました。フイリピン非核連合のフアブ

ロスさん親子、古くからの友人アメリカフレ

ンズ奉仕委員会のジョセフ・ガーソンさん、

メアリー・パペオさん、ＩＰＢ（国際平和ビ

ュロー）事務局長のコリン・アーチャーさん、

今年の夏に大阪に来てくれたマーシャル諸島

のアバッカ・アンジャインさん、アメリカ・

ピースアクションのメデリン・ホフマンさん。

世界中で、平和の仲間が広がっています。 

世界大会参加者から感想文が届き、感想文集が

手作りでできあがりました。その中に、次のよ

うな無記名の感想文がありました。「８月９日

の早朝、爆心地から５００メートルの浦上天主

堂まで歩いてみました。浦上天主堂では、朝７

時から原爆犠牲者と平和を祈るミサが行われ

ていました。帽子をとって、正面のドアから教

会内に静かに入り、讃美歌と牧師様の説教が交

互に混じり、荘厳な雰囲気に。浦上地区の教会

信者８５００人が犠牲になったそうです。ステ

ンドガラスを見ながら、静かに原爆犠牲者を悼

みました」。大阪原水協の役員でも浦上天主堂

のミサには、出たことがなく、貴重な感想文で

した。 

２０１５年原水爆禁止世界大会・長崎大会


